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昭
和
十
年

僕
の
白
金
台
町
の
家
は
、
東
京
建

物
会
社
か
ら
の
借
家
で
三
階
建
て
で

あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
三
男
光
明
が
生

ま
れ
、

長
男
義
和
と
長
女
ヤ

エ
コ

は
、
幼
稚
園
に
通
う
よ
う
に
な

っ
て

い
た
。

段
々
と
事
業
も
発
展
し
て
来
た
の

で
、
隣
に
建
つ
同
じ
大
き
さ
の
家
が

空
家
に
な

っ
た
際
に
そ
れ
も
借
り
る

こ
と
に
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

樺
太
、
北
海
道
で
仕
事
を
し
て
い
た

Ｏ
氏
が
来
た
の
で
採
用
し
た
。

其
所
に
住
ん
で
い
る
時
に
二

・
二

六
事
件
が
起
き
て
、
朝
早
く
Ｆ
氏
か

ら
丸
ノ
内
附
近
で
何
か
大
異
変
が
起

き
て
い
る
よ
う
だ
と
電
話
が
来
た
。

当
時
の
電
話
の
権
利
は
、
家
屋

一
軒

の
値
段
と
同
じ
位
で
あ

っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

昭
和
十

一
年

大
体
事
業
の
見
と
お
し
も
つ
い
た

の
で
芝
二
本
榎
に
移
転
し
た
。
建
坪
は

８０
坪
で
、
一
一階
に
八
畳
の
部
屋
が
三

室
あ
り
、
階
下
の
事
務
室
も
玄
関
も
相

で
あ
る
。
本
多
博
士
の
患
者
Ｗ
氏
の

結
核
が
光
線
療
法
で
非
常
に
よ
く
な
っ

た
の
で
驚
い
た
本
多
博
士
か
ら
Ｗ
氏

を
介
し
て
面
会
を
申
し
込
ま
れ
、
こ

ち
ら
か
ら
訪
問
し
て
僕
の
考
え
を
説

中
に

一
度
訪
問
し
て
歓
待
を
受
け
た
。

そ
の
後
も

一
度
訪
間
し
た
い
と
思
い

な
が
ら
も
、
果
た
さ
な
い
う
ち
に
加

齢
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
。

僕
は
光
線
療
法
に
つ
い
て
は
、
殆

ど
知
識
が
な
く
信
念
だ
け
が
先
行
し

て
い
た
。
各
方
面
の
専
門
家
と
思
わ

れ
る
人
々
に
指
導
を
乞
う
た
が
、
ほ

と
ん
ど
得
る
と
こ
ろ
は
な
か

っ
た
。

や
は
り
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
、

自
分
で
研
究
す
る
以
外
に
な
い
こ
と

を
痛
感
し
た
。
僕
は
や
む
を
得
ず
新

間
、
雑
誌
の
隅
々
に
ま
で
何
か
参
考

に
な
る
事
は
な
い
か
と
さ
が
し
た
。

あ
る
日
書
店
で
理
化
学
研
究
所
の

二
神
博
士
の

一
紫
外
線

。
赤
外
線

一

と
い
う
著
書
を
発
見
し
た
時
の
喜
び

は
何
も
の
に
も
例
え
る
事
が
で
き
な

か

っ
た
。
早
速
、
Ｋ
氏
に
も
知
ら
せ

て
二
人
で
理
化
学
研
究
所
を
訪
問
し

て
、
二
神
博
士
に
常
温
室
の
実
験
等

を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
後
、
揖

斐
川
電
気
株
式
会
社
で
医
療
用
カ
ー

ボ
ン
を
試
作
し
た
時
に
は
二
神
博
士

に
光
電
管
を
応
用
し
た
光
線
測
定
器

を
作
っ
て
も
ら
っ
て
非
常
に
役
に
立

っ

た
。そ

れ
ま
で
医
療
用
カ
ー
ボ
ン
は
専

ら
外
国
品
だ
け
で
あ

っ
た
が
万

一
の

場
合
も
考
え
て
国
産
に
切
り
か
え
た

い
と
思

っ
た
（）
幸
い
に
東
邦
電
力
会

社
の
重
役
Ｙ
民
の
紹
介
で
揖
斐
川
電

気
株
式
会
社
に
作
ら
せ
る
こ
と
に
し

た
）^
そ
し
て
工
場
長

（後
に
監
査
役
）

Ｎ
氏
と
協
力
し
て
数
種
類
を
試
作
し

て
東
京
市
電
気
試
験
所
で
不
完
全
な

が
ら
ス
ペ
ク
ト
ル
写
真
を
と

っ
た
。

そ
の
後
、
東
法
電
極
、

マ
ツ
ダ
（秋

調
電
工
）、
藤
岡
（シ
ル
ズ
ゾ
ー
ン
）で

と
医
療
用
カ
ー
ボ
ン
を
作

っ
た
が
販

売
網
が
な
い
た
め
に
成
功
せ
ず
中
止

し
た
。。
そ
の
頃
、
自
青
社
の
Ｓ
氏
の

世
話
で
炭
素
工
業
会
を
作

っ
て
参
加

し
た
が
竜
頭
蛇
尾
に
終
わ

っ
た

）^

次
号

へ
続
く

夏
季
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

八
月
十

一
日
０
か
ら
十
五
日
∞

ま
で
夏
季
臨
時
体
業
致
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

開
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ナ
モ
ア
治
療
院

ソ
レ
イ
ユ

光線療法

普及協会

(年 2回発行 )

〒153-0063
東京都目黒区目黒
1-23-11

電話 東京 (03)

5759-6333

当
広
く
、
便
所
も
階
上
と
階
下
に
あ
っ

た
。
従
業
員
も
数
人
と
な
ヶ
、
女
中

も
二
人
か
二
人
の
こ
と
も
あ

っ
た
。

二
本
榎
で
次
女
ヨ
シ
ヨ
が
生
ま
れ
た
。

昭
和
十
六
年
十
月

本
多
秀
貫
博
士
と
知
り
合
い
に
な
っ

た
の
は
、
未
だ
白
金
台
町
に
居
た
頃

明
し
た
結
果
、
そ
の
後
永
ら
く
協
力

を
得
ら
れ
た
。
未
だ

マ
イ
シ
ン
な
ど

の
結
核
に
有
効
な
薬
が
開
発
さ
れ
る

前
で
あ
る
。
素
人
ば
か
り
の
集
団
に

家
師
が

一
人
加
わ

っ
た
こ
と
は
何
か

と
有
利
で
あ

っ
た
（．
木
多
博
士
は
戦

幸
に
四
国
の
高
松
に
移
転
じ
開
業
し

て
い
た
の
で
、
僕
は
九
州
に
行
く
途
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サ
ナ
モ
ア
と
共
に
歩
ん
だ
道

０

１
健
康
と
光
線
版
―

茎
示
光
線
療
法
調
蛾
勧

宇
都
宮
　
十一我
真
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靱
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

創
業
鯰
周
年
を
迎
え
て

弊
社
は
昭
和
７
年
（１
９
３
２
年
）

１１
月
の
創
業
以
来
、
戦
争
に
よ
る

一

時
的
な
中
断
は
ご
ぎ
い
ま
し
た
が
、

本
年
８５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
多
く

の
ご
愛
用
者
さ
ま
、
サ
ナ
モ
ア
の
苦

及
に
ご
協
力
く
だ
さ

っ
た
代
理
店
さ

ま
、
治
療
院
さ
ま
の
お
陰
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

〉^

私
も
弊
社
を
先
代
か
ら
引
き
継
ぎ

一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
が
、
進
む
べ

き
道
が
か
す
か
な
が
ら
も
見
え
て
き

た
よ
う
に
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
創
業
当
時
の
理
念
を
大
切
に
し
て

サ
ナ
モ
ア
の
普
及
に
尽
力
す
る
所
存

で
お
り
ま
す
．）

ま
た
、
こ
の
度
８５
周
年
記
念
事
業

の

一
つ
と
し
て
、
旧
本
社
跡
地
を
利

用
し
て

一‐サ
ン
ク
レ
ー
ル
訪
間
看
護

ス
テ
ー
シ

ョ
ン
冒
黒

一
を
開
設
致
し

彙
い
）ヽ
シ
ｔ

理
想
的
な
在
宅
ケ
ア
の
追
求
に
よ

る
社
会
貢
献
は
、
弊
社
が
創
業
当
時

か
ら
持
ち
続
け
て
い
る
理
念
に
合
致

す
る
も
の
と
考
え
、
記
念
事
業
の

一

環
と
し
て
設
立
し
た
こ
と
を
ご
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
っ

照射風景 (宣伝用写真 ) 業者月例研究会 (戦前の本社屋前 )

講義風景

‐.|・‐  r. :‐

漿 ア光線協会と日本治療師会役員合同記念(於帝国麻テル)

講 習  会サナモアの旗  伊東温泉 を行 く
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第
二
十
二
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
を
東
京
に
て
開
講

第
二
十
二
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療

師
養
成
講
座
を
、
六
月
九
日
、
十
日

の
二
日
間
の
日
程
で
開
講
致
し
ま
し

た

）^
今
回
は
十
名
の
参
加
に
て
開
き

ま
し
た
が
、
例
年
に
も
増
し
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
こ
と

喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
、
治
療
師
認
定
を
受
け
ら
れ

た
方
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
⌒写
真
）．

治
療
師
認
定
者

中
林
弘
子
（大
阪
府
）、
鷲
澤
妙
香

（石
川
県
）、
北
郷
直
（石
川
県
）、
堀

内
良
子
（東
京
都
）、
川
村

三
代
子
（愛

却
県
）、
下
山
し
お
り
（東
京
都
）、
大

上
安
美
（大
阪
府
）、
小
南
朋
子

（兵

庫
県
）
、
赤
梅
由
美
子

（岐
阜
県
）
、

碓
井
博
子

（神
奈
川
県
）
ｃ
敬
称
路

光線療法普及協会 講演会のお知らせ

の
お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
十
月
二
十
八
日
（土
）

午
後
二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
綸
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

本
社
　
一二
階
会
議
室

|イ

/´
~~~:::「

:言言:)

光画
と十
熱 七
研 回
究
会

<講 演 内 容 >
いま見直 される光線療法

―健康で いきいきと生 きるために一
:

高 齢化社会 に突 入 した 日本で は、 多 くの高 |

者 が 1日 で も長 く元気で 生 活 した い と願わ |
齢者 が 1日 で も長 く元気で 生 活 した い と願わ
れて いると思 います。そのために、様々な努

i

力をされていることで しょうが、「 どのように |

|

|フ警
部  講 演会

会 場

9月 8日 (金)午 後 3時か ら
いわて県民情報交流セ ンター

アイ ーナ会議室 701

盛 岡市盛 岡駅西通 1-7-1
019--606--1717

「 盛 岡駅」か ら徒歩 4分

お問い合わせ

ジヒ利妻寿表力姜穫彗万≧t傷≦ミ TEL 03--5759--6333

所

話

通

場

住

電

交

入

九

日

会

住

電

交

入

Ｒ

料

Ｊ

無

驀 募 集 器

薯協合 の運 貴 ζ亀賛用 され、

大燻 療 法 の書 及 に ご協 力
順 ιナ鶴方 、 給 療 院 の顧 業
を検 討 な さ りた しもな は、
淵闘 い合 わ営 ください

サ渉警 yえ鰊協会
T153-0063
東 京 増F目 舅翼区 目黒 1-23-11
TttL(O13)5759-6333
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一治
一一扇
一例
一願
一告
一

サ
ナ
モ
ア
で
脳
梗
塞
後
遺
症
を
治
療

神
一戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
‐
一二
五
八

症
例
　
７５
歳
　
男
性
　
一日
営
業

症
状
　
友
人
と
飲
食
中
、
突
然
石
半

身
が
麻
痺
し
、
思
う
よ
う
に
動
か
せ

な
く
な

っ
一
転
‘ヽ
め
、
救
急
車
で
病
院

に
搬
送
さ
れ
、
頭
部
Ｃ
′Ｔ
検
査
で
脳

梗
塞
と
診
断
さ
れ
た
。
入
院
那
療
を

施
行
し
、
病
状
が
安
定
し
た
後
、
リ

ハ
ビ
リ
を
開
始
。
有
足
を
引
き
ず
る

よ
う
に
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
ま

で
に
回
復
し
た
が
、
発
症
か
ら
藝
か

月
後
に
退
院
．^
娘
の
介
添
え
に
て
初

め
て
来
所
し
た
際
は
、
そ
わ
そ
わ
と

し

て
落
ち
着
か
な

い
様
子
で
あ

っ

た
。

療
法
経
過
　
当
初
、
な
だ
め
る
よ
う

に
し
て
光
線
治
療
を
開
始
す
る
も
、

１０
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
身
体
を
も

ぞ
も
ぞ
と
動
か
し
、
じ

っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
様
子
ｃ
自
宅
で
の
治
療
は
、

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に
て
、
足
裏
、
足
関

節
、
膝
を
中
心
に
各
１０
分
以
上
の
照

射
を
指
示
し
、
本
人
が
嫌
が
る
時
は

寝
込
ん
だ
後
に
照
射
す
る
よ
う
説
明

‐）
一た
。

治
療
開
始
五
日
目
に
は
、
じ

っ
と

静
か
に
照
射
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た

た
め
、
徐
々
に
腹
部
、
腰
背
部
、
後

頭
都
と
照
射
範
囲
を
拡
げ
る
よ
う
に

指
示
。
後
頭
部
の
照
射
は
、
最
後
ま

で
嫌
が

っ
て
い
た
が
、　
一
か
月
後
に

は
、
後
頭
部
の
他
、
側
頭
部
や
顔
百

の
照
射
も
嫌
が
ら
な
く
な

っ
た
。

そ
の
後
、
足
裏
、
足
関
節
、
膝
、

腹
部
、
腰
背
部
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で

各
１０
分
、
頭
部
は
、
Ａ
Ｄ
ま
た
は
Ｂ

Ｄ
カ
ー
ボ
ン
を
交
互
に
使
用
し
２０
分

程
度
照
射
。
二
か
月
が
経
過
し
た
頃

に
は
、
自
身
で
箸
を
用
い
食
物
を
国

に
ま
で
運
べ
る
よ
う
に
な
り
、
有
半

身
の
冷
え
も
改
善
し
、
気
分
も
優
れ

て
く
る
（、
三
か
月
後
に
は
、
介
添
え

な
し
で
ト
イ
レ
歩
行
が
可
能
と
な
り
、

そ
の
後
、
週
に

一
回
、
リ

ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
に
通
い
、
現
在
は
順
調
に
回

復
し
て
い
る

〕^

一治
一願
一例
一覇
一告
一

突
然
の
難
聴
が
サ
ナ
モ
ア
で
軽
快

福
岡
県
春
ヨ
市
　
云曇
大
健
康
光
線
療
研

曲
崎

　

い

ヽ

症
例
　
７８
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
３
約
１０

年
前
に
網
模
剥
離
を
サ
ナ
モ
ア
だ
け

で
治
し
て
、
診
療
に
携
わ

っ
て
い
た

病
院
の
七
不
思
議
に
な
っ
た
ニ
ピ
ソ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
゛
今
回
、
守
側
の

く
子

晨
性
削
り

氏
報
告

丁

Ｅ
Ｌ

Ｏ
九

二
　
〓
畝

二．
― ‐

一 二
“
に
軌

一
耳
が
急
に
聞
こ
え
な
く
な

っ
た
た
め
、

一
ご
自
身
の
争
断
で
す
ぐ
光
線
照
射
を

一
開
始
し
た
。

一
療
法
経
過
　
自
宅
で
の
治
瞭
は
、
Ｂ

一
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
の
組
み
合
わ
せ
で
集
光

一
器
を
使
用
．．
治
療
開
始
九
≡
≡
に
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
は
カ
ー

ボ
ン
の
志
剤
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も
効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク

ト
ル
を
合
む
光
線
を
放
射
す
る
よ

う
に
、
正
面
か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面
発
光
式
を
採
用
し
て

い
ま
す
〓
そ
の
た
め
手
動
式
の
サ

ナ
モ
ア
７
号
器

。
８
号
器
で
は
照

射
時
間
が
十
分
強
で
露
れ
、
長
時

間
の
Ｆ
射
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
き
ま
し
た
．。
こ
の
点
を
改
良

し
た
の
が
全
自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら
つ
さ
ん
で
、
照
射
時
間
は
５

分
刻
み
で
６０
分
ま
で
設
定
で
き
、

カ
ー
ボ
ン
の
消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ
ョ

イ
ン
ト
で
き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
を
つ
な
い
で
お
け
ば
、
自
動
的

に
カ
ー
ボ
ン
を
送
り
安
定
し
た
光

線
を
放
射
し
ま
す
。
な
お
、
現
在

は
手
動
式
も
製
品
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ

に
加
え
て
お
り
ま
す
。

＊

は
⊇
う
つ
さ
ん
ご
使
用
の
際
に
は
、

安
全
性
を
保
ち
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン

以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用
上
の
注

意
は
、
「
は
つ
つ
つ
さ
ん
取
扱
説
明

書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

よ
う
や
く
少
し
聞

こ
え
る
よ
う

に

な

っ
た
と
、
照
射
方
法
の
確
認
と
カ
ー

ボ
ン
購
入
の
た
め
電
話
し
て
こ
ら
れ

た
。こ

ち
ら
か
ら
、
治
療
は
こ
れ
ま
で

通
り
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
で
、
患
部
で
あ

る
耳
と
後
頭
部
直
照
射
す
る
よ
う
指

示
。
数
か
月
後
、
聞
こ
え
方
は
約
九

割
戻

っ
た
よ
う
に
感
じ
る
と
の
電
話

連
絡
を
受
け
た
。
そ
し
て

「
完
全
に

治
り
き
る
ま
で
光
線
療
法
を
続
け
ま

す
。
本
当
に
サ
ナ
モ
ア
は
素
晴
ら
し

く
、
こ
れ
か
ら
も
頼
り
に
し
て
い
ま

す
。
一
と
話
さ
れ
た
。
私
も
光
線
療

法
の
効
果
を
身
に
染
み
て
分
か

っ
て

い
る
の
で
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

は
つ
一り
つ
さ
ん
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン
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一治
一積
一例
一爾
一告
一

原
因
不
明
の
全
身
の
痛
み
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
使
用
経
験

川
崎
市
　
一塁
示
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
二
二
‐
五
〇
六
七

症
例
　
７９
歳
　
女
性
　
十二
婦

有
膝
側
面
に
１５
分
照
射
。
次
に
、
左

症
状
　
以
前
か
ら
、
身
体
全
体
の
筋

囃
痛
の
よ
う
な
痛
み
と
冷
え
を
自
覚

し
て
お
り
、
病
院
や
治
療
院
を
受
診

し
て
き
た
が

一
向
に
改
善
し
な
い
た

め
、
友
人
に
紹
介
さ
れ
来
所
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
病
院
で
は
原
因
不
明
と

説
明
さ
れ
、
精
神
科
も
紹
介
さ
れ
た

と
の
こ
と
。
初
診
時
、
受
け
答
え
か

ら
精
神
異
常
は
な
い
よ
う
に
推
察
さ

れ
、
移
動
性
の
痛
み
が
全
身
に
及
ぶ

と
の
話
で
あ

っ
た
た
め
、
早
速
当
院

と
自
宅
で
の
治
療
を
開
始
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
四
台
の
光
線

治
療
器
を
使
用
し
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン

の
組
み
合
わ
せ
に
て
施
行

）^
初
め
は

側
臥
位
に
て
、
顔
面
、
腰
部
、
膝
に

・５
分
照
射
し
た
後
、
腹
部
、
後
頭
部
、

足
裏
に
１５
分
照
射
ｃ
そ
の
後
、
仰
臥

位
に
変
更
し
、
有
肩
、
左
股
関
節
と

肩
、
有
股
関
節
、
左
膝
側
面
に
１５
分

照
射
し
て
治
療
を
終
了
し
た
。

治
療
を
開
始
し
て
か
ら
半
年
が
経

過
し
た
頃
、
身
体
全
体
に
認
め
た
痛

み
は
緩
和
さ
れ
、
笑
顔
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
原
因
不
明
の
痛
み

で
あ

っ
た
が
、
根
気
よ
く
サ
ナ
モ
ア

を
続
け
た
結
果
、
痛
み
が
軽
減
し
た

こ
と
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る

）^

一治
一頼
一例
一頭
一告
一

錯
子
分
娩
時
の
会
陰
切
開
部
を

サ
ナ
モ
ア
で
治
療

石
巻
市
　
姜
喜
（山
鍼
灸
整
体
ク
リ
ニ
ー
ク

佐

々
木

　
康

志

氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
二
五
　
七
四
‘
二
七
〇
二

症
例
　
３６
歳
　
女
性
　
パ^
ー
ト
勤
務

症
状
　
初
産
で
出
産
予
定
日
を
過
ぎ

て
も
陣
痛
が
な
く
、
陣
痛
程
進
剤
の

点
滴
を
行
い
、
出
産
に
向
か
う
が
、

産
道
が
開
か
ず
、
錯
子
分
娩
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
会
陰
切
開

を
施
行
し
た
が
、
創
傷
治
癒
の
経
過

が
悪
く
、
切
開
部
が
腫
れ
て
化
濃
し
、

扶
尿
時
痛
、
排
尿
困
難
を
認
め
た
た

め
当
院
来
院
（）

療
法
経
過
　
治
療
に
は
二
台
の
光
線

治
療
器
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、
Ａ

Ｂ
カ
ー
ボ
ン
の
組
み
合
わ
せ
で
、
下

腹
部
、
腰
部
を
８０
分
照
射
。^
そ
の
後
、

仰
臥
位
と
し
て
、
Ａ
Ａ
力
‐
ボ
ン
の

組
み
合
わ
せ
で
、
患
部
で
あ
る
会
陰

部
を
３０
分
照
射
。　
一
日
二
回
、
約
１０

日
間
の
治
療
を
実
施
し
、
ほ
ぼ
改
善

し
た
（）

鑽i懸糞ξ 3～ 鍵 仄 監 幸ヅ 鰤)舞 す 場 し ら Vσ

§賃:見言[言 ]詈 :35

(5)平成29年 7月 1日
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（前
ペ
ー
ジ
か
ら

つ
づ
く
）

り
、
患
部
の
足
存
一下
側
に
し
て
寝
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
為
、
患
部

の
直
接
照
射
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
光
線
療
法
の
問
接
作
用
の
効

果
を
信
じ
、
患
部
以
外
の
照
射
も
随

分
し
ま
し
た
。

５
日
日
、
目
も
し

っ
か
り
し
て
き

て
、
ま
だ
足
は
つ
け
ま
せ
ん
が
食
事

を

と
れ

る

様

に

な

り

、

患

部

に

ポ

ッ
カ
リ
大
き
な
穴
が
関
き
、
そ
こ

か
ら
赤
い
工
が
流
れ
出
ま
し
た
ｃ
血

は
数
日
で
と
ま
り
、
そ
れ
か
ら
グ
ン

ダ
ン
回
復
し
て
掛
目
目
に
は
足
も
つ

け
て
歩
け
、

６
日
菫
に
は
か
な
り

し

っ
か
り
歩
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
ｃ

今
で
は
と
て
も
元
気
に
庭
を

走
り

廻

っ
て
い
ま
す
ｃ
傷
あ
と
も
残
ら
ず

で
二
，
ｃ

光
線
の
恩
恵
が
人
間
、
動
物
達
ま

ご
愛
用
者
さ
ま
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン

の
燃
え
方
が
、
少
し
変
わ

っ
た
の
で

は
な
い
か
と
カ
ー
ボ
ン
の
品
質
に
関

す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
改
め
て
回
答
さ
せ
て
頂
き
ま

一９
。ご

存
知
の
よ
う
に
弊
社
の
サ
ナ
モ

ア
カ
ー
ボ
ン
は
、
イ
ビ
デ
ン
ケ
ミ
カ

ル
的
に
お
い
て
、
厳
格
な
製
品
管
理

の
も
と
製
造
さ
れ
て
お
り
ま
す
っ
カ
ー

ボ
ン
の
原
材
料
、
志
材
、
製
造
工
程

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
筋
年
に
大

申羹
摯饒
甦
質

ぞ
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
ご
使
用
頂

け
れ
ば
と
顧
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま

すヽソ
。

ｍ
東
京
光
線
メ
デ

ィ
カ
ル

イ

ビ

デ

ン
ケ

ミ

カ

ル
開

サナモア体験亀ネ集―̈一…………Ⅲ…Ⅲ、
光線療法普及協会で :ま、皆様 か らの体験記 を募集 して お

ります。なお掲載させて頂 いた方には、薄謝を増呈致 しま

す 。

サナモ ア体験言己の投稿 について、 メールで の募集 も開始

いた しま した。下言己のア ドレス まで、お気軽 に ご役稿 をお

願 い事 しあげます。

i   メールアドレス :sanamore@hr.catv.ne.jp    l

で
効
果
の
あ
る
こ
と
が
有
難
く
感
謝

の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

ベ
ッ
ト
治
療

体
験
談
　
募
集
中

光
線
療
法
普
及
協
会
は
、
日
光
が
健
康
を
増
進
す

る
自
然
の
恵
み
の
源
泉
で
あ
り
、
病
気
の
予
防
、
治

療
に
効
果
が
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、
光
線
療
法
の

啓
蒙
、
普
及
活
動
に
努
め
、
皆
さ
ま
の
健
康
維
持
に

貢
献
し
ま
す
．

光
線
療
法
普
及
協
会
は
、
サ
ナ
モ
ア
に
対
す
る
認

知
と
評
価
を
高
め
る
た
め
、

一
、
季
刊
紙
、
一‐健
康
と
光
線
」
の
発
行

二
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
の
養
成

の
事
業
を
行
掛
ま
す
。

光
線
療
法
普
及
協
会

医
学
博
士

宇
都
宮
　
正
範

/     ヽ
光 〒 ま .
線 11::::た 健
療   事 康
法 東 業 と
普 京 の 光
及 都 詳 線
協 目 細

L
会 黒 ほ の
TEL区 お 購
鎌゙ 目 問 読

言]:言
■ 11さ ま
誉   い す

趣

意

書


